


２．預貯金の払い戻し制度の創設（民909条の2：2019.7.1施行）

預貯金が遺産分割の対象となる場合、各相続人は、遺産分割が終
わる前でも、一定の範囲で預貯金の払い戻しを受けることができる
ようになりました。

（1）改正前（旧規定）
遺産分割が終了するまでの間は、相続人単独では預貯金債権の

払い戻しができませんでした。
そのため、葬儀費用や病院、施設等の支払は、遺産分割が終了

するまでは、被相続人の預金払い戻しができませんでした。

（2）改正後（新規定）
遺産分割における公平性を図りつつ、遺産分割前でも相続人の

資金需要に対応できるよう、預貯金の払い戻し制度を設けた。


